
－ 15 －

【研究ノート】

考古学技術体験
―木製品の保存処理体験を通じて知る文化財―

大森 信宏

要旨　静岡県埋蔵文化財センターでは、埋蔵文化財を活用したさまざまな普及公開事業を実施しているが、

考古学技術体験では参加者が考古学に関する技術的な体験をすることで、埋蔵文化財をより深く理解すると

ともに、より身近に感じてもらうことを目的としている。今回は、平成 30 年度に実施した考古学技術体験

での木製品保存処理体験の様子を中心に紹介し、今後の展望について述べようと思う。

キーワード：考古学技術体験、普及公開事業、保存処理、木製品

第 1回

5/9（水）
木製品保存処理の概要解説、処理前記録の作

成・クリーニング作業など

第２回

7/11（水）

木製品の安定化処理作業（形状安定化のため

の PEG 含浸）など

第３回

9/12（水）

保存処理記録作業（保存処理カードの記載）、

PEG 濃度上昇作業など

第４回

12/19（水）

木製品の安定化処理作業（真空凍結乾燥処

理）など

第５回

1/23（水）

修復作業（表面調整、接合、補填・整形作業）、

処理後記録の作成作業、収納作業など

H25 保存処理体験入門編・実技編、発掘調査体験

H26 保存処理体験入門編・実技編、発掘調査体験

H27 保存処理体験入門編・実技編

H28 保存処理体験入門編・実技編

H29 土器復元・土器実測体験

H30 保存処理体験（全５回）

表１　考古学技術体験の概略

表２　考古学技術体験の工程

１　はじめに

　静岡県埋蔵文化財センターでは、参加者が考古学に

関する技術的な体験をすることで埋蔵文化財をより深

く理解し、より身近に感じてもらうことを目的とし

て、平成 25 年度から考古学技術体験を実施している。

一般シニア向けの普及公開事業として他に“埋文セミ

ナー”を年間４～５回開催しているが、こちらは考古

学の成果による地域史や出土文化財の観察方法などを

講座形式で実施している。考古学技術体験では講座形

式では体験できない専門的な作業を行うことを主眼と

している。特に当センターで実施している保存処理な

どは、他の都道府県や市町村ではできない作業体験で

あり、通常はできない体験を通じて埋蔵文化財へのよ

り深い理解が生まれるものと考えている。

これまで実施してきた考古学技術体験では、保存処

理体験の入門編で保存処理全般の概論を学び、実技編

で部材の接着や補填など修復作業を体験した。また、

かつては発掘調査体験なども行ったが近隣に適当な発

掘現場がないと実施できないため、現在は休止してい

る。土器復元は欠損した土器を石こうで補填して整形

する体験、実測体験は土器実測という考古学の基本的

な専門技術の体験を行った。

平成 25 年度から５年間実施してきた中で、参加者

へのアンケートでは満足との結果を得られていたもの

の、概論と修復作業の各１回（全２回）ではもの足り

ない、修復だけではなく保存処理全般の体験をしてみ

たいという要望が出されるようになった。したがって、

平成 30 年度は体験内容の見直しをはかることとした。

２　平成 30 年度考古学技術体験の経過

平成 30 年度考古学技術体験は、木製品保存処理の

工程全般を体験して、その意義や目的を深く理解して

もらうために全５回、以下の工程で体験を実施するこ

とにした。

参加者の募集は、４月２日（月）から４月 20 日（金）

まで、全工程の出席を条件として募った。保存処理と

いう作業の性格上、多人数では行えないため、平成

30 年度は 13 人で実施することになった。

実施日は原則５月以降の隔月第２水曜日（第４回は

安定化処理の工程の都合で３か月期間を開けた）、体

験時間は 14 時開始 16 時終了。

参加者は保存処理の経験など無い一般の方々であ

る。一方、保存処理を行う木製品は実際の出土文化財

であるため、静岡県埋蔵文化財センター職員と共同で
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写真１　処理前記録作成作業

写真２　クリーニング作業（水洗い）

写真３　木製品の不織布梱包作業

保存処理作業を行うという形態を採った。

３　保存処理体験の過程

木製品の保存処理工程について簡単に解説する。

① 処理前記録

保存処理対象遺物に対して、カルテに相当する保存

処理カードを作成して、処理前遺物写真を撮影・貼付

し、遺跡名、遺物名称、寸法、劣化状況等を記載する。

② クリーニング

遺物の汚れを筆やブラシで水洗いし、処理中の部材

散逸を防ぐために遺物を１点ずつ不織布で梱包する。

鉱物起源の色素が沈着した汚れは EDTA（ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四

酢酸）の 2% 水溶液に３日間浸漬して抽出、除去し、

その後に流水洗浄して EDTA を除去する。

③ 安定化処理

水漬けの木製品を変形・収縮させずに乾燥させて形

状を安定化する工程である。

ポリエチレングリコール（以下 PEG と表記）という

薬品を使用する（註１）。PEG10% 水溶液から木製品の

浸漬を開始して 20%、40% と徐々に含浸濃度を上昇さ

せる。これによって木材細胞中の水分が PEG 水溶液に

置換され、細胞壁が PEG によって充填・補強されて乾

燥時の変形が抑制される。含浸期間は遺物の大きさや

劣化程度で変わるが、今回の場合は３ヶ月程度であっ

た（註２）。

今回は PEG 含浸法に併用して真空凍結乾燥を行っ

た。真空凍結乾燥法は水分を含んだ木製品を -40℃で

凍結し、そのまま減圧することで凍結した水を昇華（固

体から気体への状態変化）させる処理法である。PEG

含浸法と併用することで木製品の変形・収縮をより抑

制することができる。真空凍結乾燥の処理期間は１～

２週間である。

④ 修復

真空凍結乾燥後の木製品には表出した PEG が大量に

付着している。それらを筆でていねいに払い落とし、

残った PEG は温風機（ブラジェット）で加温して溶解

除去する。折損している部材は接合位置を確認して接

着剤で接合する。

⑤ 処理後記録

保存処理カードに処理後遺物写真を撮影・貼付し、

処理経過を記載する。

保存処理が終了した木製品は、破損を防止するため

に厚紙で台座を作り、薄葉紙で梱包する。最後に台帳

に登録して収納して作業完了となる。

４　修復作業の成果

PEG 含浸と真空凍結乾燥の併用法は、最も安定した

結果が得られる木製品の保存処理法と考えられる。技

術体験としては予備凍結した木製品を真空凍結乾燥機

にセットして真空ポンプを作動させて乾燥処理を開始

する工程、次回には乾燥処理が終わって木製品を取り

出す工程というように最初と最後を体験できるように

した。乾燥後の木製品は、不織布から取り出して付着

した PEG を筆でていねいに払い落とし、さらに残った

PEG を温風機で加温して溶解して除去する作業、さら
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写真４　クリーニング作業（EDTA 浸漬）

写真５　安定化処理作業（PEG 水溶液調整）

写真６　安定化処理作業（真空凍結乾燥）

写真７　修復作業（付着 PEG の温風溶解除去）

写真８　修復作業（部材の接合）

写真９　収納作業（処理後木製品の梱包）

に折損した部材は接合位置を確認して接着剤で接合す

る作業を体験した。

今回保存処理した木製品は出土後の保管期間が長

かったため、劣化が進行したものが多かった。写真

10 は祭祀具の処理前であるが、木材表面が腐食によっ

て溶け出しており劣化状態はきわめて悪かった。技術

体験に使用する木製品としては難易度が高すぎる遺物

ではあるが、その分ていねいに作業することを徹底し

て不織布梱包やその後の安定化処理を進めた。写真

11 は同じ遺物の処理後である。形状は安定して通常

に持てる程度の強度を保つようになった。

５　まとめ

一連の保存処理作業を通年で実施することで、処理

前と処理後の変化を実感し、溶けて失われそうな物で

も地道な作業を施すことで文化財としての命脈を保て

ることが理解できたものと思う。参加者には最終回に

アンケートを行って技術体験についての意見聴取をし

たが、大変満足が 60%、満足が 40% で、不満という意

見は無かった。この結果からも通年で保存処理体験を

実施した意義があったと考えている。

静岡県埋蔵文化財センターの業務には、県保有文化
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写真 10　木製品保存処理前

写真 11　木製品保存処理後

財の管理と活用がある。これまで出土した文化財は県

保有文化財として当センターで管理しているが、膨大

な量であり、それらすべてを維持・管理しながら閲覧・

貸出依頼への対応、普及公開事業での展示などを行っ

ている。かつて保存処理を施して保管している出土文

化財であっても、処理後一定の年月が経過すると使用

した接着剤や薬剤の劣化に伴って少しずつ再劣化が進

行する。そうした出土文化財に対しては、遺跡単位で

の保管状態の把握、各個別遺物の劣化度合いの確認、

そして必要な場合には再修復を施さなければならな

い。文化財というのは、そうした地道な管理を行って

いかなければ維持していくことができないのである。

考古学技術体験を通じて参加者に理解していただき

たいのは、文化財に対する私たちのそのような地道な

取り組みなのである。それらを理解してもらうために

は、講座形式の一方通行の情報発信では不十分であり、

専門的な作業を通じた体験が必要であると思う。何は

ともあれ専門家と一緒に、文化財の維持作業を苦労し

て体験することで、文化財をより深く理解し、より身

近に感じてもらうための素地ができるものと考えてい

る。

考古学技術体験は令和元年度も実施し、それ以降も

続ける予定である。令和元年度は木製品の保存処理を

基本としながら、木製品を理解することを学ぶための

実測体験、金属製品の保存処理体験などを行っている。

平成 30 年度とは進め方を少し変え、木製品の保存処

理で各参加者に２点程度を専属的に担当し、処理前記

録～収納までを一貫して処理してもらうことにより、

文化財を扱っていく上での“責任感”を、もう一歩踏

み込んで体験してもらっている。

註

１　PEG（分子量♯ 4000 を使用）は常温では白色鑞状の固体

　　で、60℃まで加温すると完全に溶解する。また 40％程

度までならば常温で水に溶解する。

２　今回は真空凍結乾燥を併用する前提であったため PEG 濃

　　度 40％、含浸期間３ヶ月であった。PEG 含浸法のみで安

定化処理をする場合は PEG 濃度を最低でも 60％まで上

昇させる必要があり、含浸期間は最低でも６ヶ月程度を

見込む必要がある。
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